
社会 研究部 門

川村俊蔵 ･河合雅雄

衆 滋 ･鈴木 晃

森 梅代 ･足滞貞成

研 究 概 要

1)ニホンザルの地域個体群の研究一 木曽

川 村 俊 蔵

木田研究杯予定地において,3個の大型群と1

佃の小型群の遊動ならびに群間関係を,とくに秋

･冬の2李にわたって観察した｡

2)ニホンザルの社会生態学.とくに自然群の環

境利用とグルーピング･社会構近

来 滋･足揮fl成

ニホンザルの耶れの連続した分布をゆるす環境

で.遊動する群れがしめす生活と社会現象をとら

えなおすために屋久島と下北半島西部の地域個体

群について継続的な調査を行なっている0

3)ニホンザルの個体群の生活の維持に対する森

林施業その他のhumanimpactの影響の生

態学的研究

宋 滋

ニホンザル個体群の地域構造や生活のたてかた

に与える人為営力の作用を生噸学の文脈において

とらえる｡もっぱら"自然〃の仰の反応を.異な

る形式あるいは程度で人為-の加わった地域間の比

較と同一地域の時系列的変化の追跡により把握し

ようとする｡下北半島の北西部･南西部の2つの

地域個体群についての個体群変動の追跡と岐阜県

下の天然林地域と"森林開発 b'のすすんだ地域の

調査を行なった｡

また平行して.おなじ環境変化がニホンザル以

外の森林噂乳動物に与える影響についても調査を

すすめている｡

4)ニホンザルの地域個体群のあり方
鈴 木 晃

房総半島を中心として.ニホンザルの地域佃休

群の土地利用.個体群動乱 遊動におけるスペー

シングの間臥 オスの群れの離脱等に関する社会

関係等の調盃およびまとめを行なってきた0

5)アフリカにおける現生ならびに化石正長掛こ

関する研死

河 合 雅 雄

表記のテーマを文部省科学研充実によって行った｡

ェチオピアでは化石田技研調査に関する予摂.力メル

ーン共和国のカンポ地区でマンドリル.エジャガム地

区でドリルの予熱調丑を行い.鋼玉地を決定した0

6)ドリル及びマンドリルの社会生憤学的研死

森 栂 代

カメルーン共和国南部カンポ地区で.マンドリルの

予備調査を行った｡北部のエジャガム地方で.ドリル

の遊動状況.食性,音声活動などについての研死を行

った｡(文部省科学研究焚梅外調査による研究)

7)スマトラ自然研究計画の準備

川 村 俊 蔵

昭和55年度にはじまるスマトラ自然研究計画の

準備を行い,このため8回インドネシアを訪問し,

同国研究者(とくにアンダラス大学 ),監督官庁

と意見を交換,合意に達し,かたわら日本側諸機

関との折衝を成功裏に行った(81頁参照 )

担 税

1)河合雅雄(1979):森林がサルを産んだ｡

平凡社｡

拍 文

1)河合雅雄(1g79):道徳秩序の動物学的起源｡

ライフ･サイエンスの進歩 第6集,49-61｡

春秋社｡

2)宋 滋(1979);Bl木曽山地における森林

施菜とカモシカの分布｡昭和53年度文化庁委

託研究｢特別天然記然物カモシカに関する調

査報告香皿｣｡日本自然保謹協会｡
8)Suzuki,A.(1979);Thevariationand

adaptationofsocialgroupsofdlim-

panzeesandblackandwhiteoDlobus

monkeys.PrimateEcoLogッandHuman

On'gins(S.BernstcinandE0.Smith,

ed.),GarlandSTPM Press,NewYork.

4)森 桁代(1979) 動物の敬語 一 理長類の

社会的調整行動｡言語vol.8.hh6.24-81

大佐鉛か店｡

報告･その他

1)林 進 ･大竹 勝 ･宋 滋(1979) :ニ

ホンカモシカ生息保全地区調査 乗畷岳地区

三国ケ岳地区｡昭和53年皮文化庁委託研死

｢特別天然記念物カモシカに関する調査報告

書皿｣｡日本自然保謹協会｡
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2)碇 滋 ･足揮貞成(1980):下北半島のニ

ホンザル群のPPi･ulationi･arametresに?

て｡

ニホンザル自然社会の人口的学的研究.昭和

54年度科学研究費報告香.49-61｡

8)田中 晋 ･乗 滋 ･赤座久明(1980):辛

奈月ダム環境調査報告 動物調査編,1-86.

班設省北陸地方建設局｡

学 会 発 表

1)ヤセザル顕の比較社会学的考察 - その2

川 村 俊 蔵

第33回日本人類学会 (1979)

2)FoodHabitsandHabitatUtilization.

ofJapaneseBlackBears(Selenarctos

thibetanus3'aL,onicusHeude)

EikichiNOZAKI,

ShigeruAZUMA,

ToshikiAOI,HarumiTORII
VthlnternationalConferenceon

BearBiologyandManagement,

Madison,Wisconsin.U.S.A.

3)タナ川に生息する三種の霊長類の遊動とグル

ーピングと土地利用に関して

鈴木 免･小金沢正昭

第24回プリマーチス研究会(1980)

4)ケニア東部の小森林に生息する雷長鞍の小集

団のグルーピングと社会構造について

鈴木 免･小金沢正昭

第24回プリマーチス研究会(1980)

変 異研究部 門

野浮 謙 ･和田一雄

庄武孝義 ･峰浮 満

研 究 概 要

1)ニホンザルの集団退伝学的研究

野揮 謙 ･正式孝義

ニホンザルの血液蛋白の構造を支配する退伝子

の変異を電気泳動法によって検索し,群円･群間

の変異性を定量化するL｡現在までにニホンザル約

408羊,総個体数約2,000頭の血液試料について.

約30位の蛋白の構造を支配する計32退伝子座の検

累を行なった｡このデータをもとにして,統計的

検討を加え.繁殖単位間の毎代の移出入率,迫伝

的変異の散布範囲などについて定量的推定を行な

い,ニホンザルの繁殖構造を解明すべく作業を続

行中である｡1979年には第3次集計を行なった｡

2)Macaca屑サルの系統的相互関係

野帝 謙 ･庄武孝義･川本 芳1)

ニホンザルを含むMacaca属サル各種から採血

を行ない,上記1)と同一の方法によって撞円･撞

間の退伝的変異性を定量化し,それら種問の迫伝

子構成上の差を迫伝距離で表現し,それに教皇分

頼学的手法を適用して枝分れ図を描 く｡それにJ:

り桂間の近縁関係,分化時間の推定等をおこなう

作業を目下続行中である｡1980年にカニクイザル

の詳細な資料を得るペくインドネシアで調査を行

なう｡

8)ニホンザルの先天的四肢奇形-の迫伝的アプ

ローチ

野浮 謙 ･正式孝義 ･峰浮 硫

ニホンザルの数多くの餌付群に多発する先天的

四肢奇形が退伝的支配を受けているか否かを明ら

かにすべく研究が続行されている｡染田の奇形出

現の家族集積性のデータから統計迫伝学的手法を

用いて迫伝率の推定を行なう他,細胞迫伝学的手

法を用いて奇形出現と染色体異常との関連の有無

を明らかにする作業を行なっている｡さらに交配

実験は,淡路島野猿公国の協力を得て現地で続い

ているはか,モンキーセンターとの共同研究とし

て.宮島から入れた奇形ザルを用いて本研究所に

おいても続行している｡

4)家畜化現象と家畜系統史の研究

野揮 謙 ･正式孝義

在来諸家畜とそれらの野生原種の迫伝的野外調

査によって,家畜化現象そのものの集団迫伝学的

解明と.個々の家畜種円で地域集団間の迫伝的分

化の程度,系統的相互関係の解明を行ないつつある｡

5) ヒヒ茶の種分化に関する退伝学的研究

正式孝義 ･野津 誹

1978年度の調査により,マントヒヒとアヌビス

ヒヒの雑種化現象について,前回の資料に追加し

て詳細な退伝学的分析を行なった｡またエチオピ

ア中央高原に生息するゲダラヒヒの集団動態を退

伝学的に分析し,さらにPapio属とTheropithe･

cus属の退伝的分化の大きさを定員しつつある｡

1) 大学院生
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